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上の詩の作者名は私の第三の PenName です。「あの顔と、この名前は一致しない」と、いぶかる方もございまし

ょうが、そこは大目に…ご容赦を。今月発行の「文芸のぼりべつ」４２号に投稿しました。 

あ鷲別学田とは、歴史的地名遺産かも 

「学田」という言葉を、ご存じでしょうか。以前から、この２文字に興味を抱い

てましたが、その意味するところを深くは知りませんでした。 

自分が住む登別市内で、「学田」の文字がつく場所や地域が２つあります。ひとつ

はＪＲ鷲別駅近くの「鷲別学田通り踏切」、もうひとつは、通称「学田通り」で、登

別市のホームページによると「一級市道・鷲別学田路線」が正式名称のようです。 

この道、市役所の道路台帳簡易閲覧サイトでなぞると、鷲別公民館前から、美薗町

の自動車学校前を通り、高野台丘陵地沿いの若草町、新生町住宅地を抜け、亀田公園入口交差点を更に直進して

富岸町へ。富岸神社前から富岸川沿いに進み、国道３６号との交点までが全ルートでした。距離を測ってみると

約５㎞弱、徒歩だと１時間ちょっとの長さ―と、距離計測お助けサイトは弾き出しています。ということは、こ

の道路から海側の土地はすべて学田だったのか？ 先月号で紹介した鷲別～室蘭港の、武士とアイヌが開いた里

道とともに、創作の題材になりそうなので調べてみました。 

明治１５年に「学田の規則」制定 

市史「ふるさと登別」などによると明治期、学校を維持運営するための開拓使からの補助金が乏しいため「国

の土地貸してやるから、オメエ達そこで作物作り、学校運営のカネ生み出せ」ということに。明治１５年に「学

田の規則」が制定され、２年後に土地の付与が始まったとあります。富良野市にあるＪＲ学田駅はその名残で、

北大の第８農場がありました。 

登別では明治２５年にワシベツライバに荒地２万坪の幌別学田を２０カ年借用したいと願い出て国の許可を

得たとあります。場所を特定するのは難しいのですが、推定されるのはやはり鷲別町から富岸にかけての一帯の

どこかで、学校田が営まれていたのでしょう。 

今でこそ、道道上登別室蘭線が繁華街を貫いていますが、明治期、富岸川は鷲別側に大きく蛇行し、低湿地帯

を形成していたとか。コメを作っていたのか、芋か、大根か、お金になったのか？ なぞは多々です。 

 

おじさんズ通信 
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発行者：おじさんズ３号 
発行は毎月１５日頃。バックナンバーは「おじさんズ」のホームページでどうぞ 
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オドリコソウに似た 

我が庭のラミウム 

薫風 烈風 

７月某日、オドリコソウを見ようと家族で、伊達市

の野草園に出かけました。そして驚かされたのが、庭

園を整備するボランティア団体のパワーでした。百種

類はあろうかと思われる草花や木々の名称、開花期や

繁茂期の写真、解説をまとめた看板が、ご丁寧にそれ

ぞれに設置されていたのです。 

「印刷するだけでも、かなりの費用と労力が…」 

もちろん、活動のメインは花木の手入れや下草刈り

などでしょうが、根気強く続けてきた「NPO 森・水・

人ネット」に、脱帽するばかりでした。 

それらの感想を、同ネットに

参加しているおじさんズ２号

こと Sさんに手紙で伝えると、

数日後、面識のない代表の Kさ

んから、「過分なおほめを頂き

ました事、嬉しく拝見」との手

紙と会報が郵送されてきまし

た。活動日にＳさんが、私の手

紙と「おじさんズ通信」を披露したとか。 

これぞ“人ネット”が生み出す、新たなコネクショ

ンでしょうか。読者が一人、増えました。 

ショック・ドクトリン 進行中 

①ショックな事件（災害、クーデター、戦争など）

が起きる②国民がショックで思考停止する③「緊急事

態」を理由に憲法や法律を無視して新自由主義（規制

緩和・民営化・社会保障切り捨てなど）政策をどんど

ん入れる④政府とお友達企業がダイナミックに儲け

る。（「堤未果実のショック・

ドクトリン『第一章 マイナン

バーという国民監視テク』より」 

シカゴ大学の経済学者によっ

て生み出されたこの手法が「シ

ョック・ドクトリン」。カナダ

のジャーナリストが「惨事便乗

型資本主義の正体を暴く」の副

題で２０１１年に出版し、大き

な反響が。 

そして日本では－。東日本大震災、新型コロナパン

デミック、ウクライナ戦争などが、それにあたると堤

さんは指摘しています。 

ポイント付与やコマーシャルに１兆８千億円もの

税金を投じてマイナカードを普及させようとする目

的は、ズバリ国民の個人情報を１カ所に集めること。 

「日本人が知らない世界のマイナンバー事情」「マ

イナ保険証はここがあぶない」など、各節の題を見る

だけで興味を呼ぶ一冊です。ぜひ、ご一読を。 

団塊世代のずん胴ポスト 

全国に１７万５千カ所余ある郵便ポストのうち、１

カ月間の投函数３０通以下は２５％とか。まあ、日本

郵便の大幅削減に向けた事前通告でしょうか。 

ひょっとすると登別市内では、ここ１か所だけかも

知れない丸型ポストが、登別東町のセイコーマート前

にあります。この鉄製タイプ、昭和２４

年に全国デビューしました。それを聞い

たら、同じ団塊の世代同士だけに愛着が

わくものです。四角い新世代型に替えな

いのは、ここセコマ店主で地元商店会の

ボスのこだわりとか。 

ならばと先月、「おじさんズ通信」７月号を５通、

ここで投函しました。ささやかな利用率アップへの貢

献。ずん胴ポスト、生き残れよ！  

art scene art scene art scene art scene art scene art scene art scene art scene  

 

 

▶朝、一番先に新聞に目を通す私とカミさんの会話。 

「きょうは、いい記事あった？」 

「ないね」 

「そう……スカだね」 

懐かしいね～。付箋紙サイズの紙の先っちょをペロ

リなめると浮き出てくる、あの文字。もちろん、「当

たり」の確率は１割、それとも０．５割？ 

一説には「肩透かし」が語源で、大阪の駄菓子屋さ

んが考案したとか。当地方では４０年前にお店から姿

を消したようだが、新聞紙面だけは読者をうならせる

「アタリ」を多く載せてチョウダイ。 

▶マイナ保険証で、すぐに思い浮かぶのは、高齢者

や認知症の人々には入力が難しい暗証番号。「そのた

め、政府は暗証番号の設定が不要なマイナンバーカー

ドを検討しています」と広報しているから、何を今さ

ら。そんなこと、始める前から分かっている話。１５

歳以下には、「法定代理人に暗証番号を設定していた

だきます」だと。法定代理人ってだれ？ ともあれ、

腹立て過ぎるとストレス倍増、皆さん、お元気で～。 
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